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               【要旨】 

 大方の現代人にとって、闇は得体の知れない存在が潜む忌避すべき空間である。怪談やホ

ラー映画の舞台も、大半は夜だった。しかし、時代を中世まで遡ったとき、闇は単なる恐

怖の対象ではなく、聖なる存在が出現する場として認識されていた。 

 近・現代人が、夜の闇に聖なる存在の化現を期待することはもはやない。そこに現れる

ヴィジョンは、幽霊や妖怪のような不気味なものたちだけである。 

 なぜ、このような転換が生じたのであろうか。中世から近・現代に至る過程で、この列島

の精神世界にいったい何が起こったのであろうか。 

 今回の発表では、目に見えぬ存在が出現する領域と信じられた闇認識の変化に焦点を合わ

せて、日本列島において中世から近世にかけての時期に生じた世界観の転換を考えるとと

もに、その変動を、列島を超えたコンテクストに位置付けることを試みたい。 
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